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・・編集の窓・・

ちょっといっぷく 「金沢　あれこれ」　part①

◇翌檜　あすなろ◇
ヒノキ科の常緑樹
檜よりも小さいことから、
「檜のように明日なろう」
と呼ばれ始めた？
　との説もあり(^^♪
　鯉も龍になる努力
　しています　登龍門

【美のチカラ 「金沢 大茶の湯」】

◆渾身の展覧会三部作。三会場同時開催で《重文》大井戸茶碗「筒井筒」、
長次郎黒楽茶碗「北野」、黄瀬戸茶碗「朝比奈」はじめ名品が多数出展される
 ①　「美の力」展  →石川県立美術館 
②　「POWER　OF　ART」展 → 金沢21世紀美術館［市民ギャラリーA］
 ③　「茶事の妙」展 → 金沢市立中村記念美術館

加賀藩祖・前田利家と、嫡子で二代藩主・利長は千利休から茶の湯を学んび、裏千家四代仙叟

宗室は利長から五代綱紀に仕えており、加賀藩主・前田家は千家と深い関わりがある。

さらに小堀遠州や金森宗和ら有力茶人との交流をとおして、前田家は独自の茶道文化を主導
した。その特徴は茶の湯を広く奨励したことであり、家臣のみならず町人、職人も茶の湯をたし

なみ、高い美意識が生活の中に取り入った。その伝統は今日まで連綿として継承されており、

当地には全国的に注目される茶道美術の逸品が数多く集まった。今回の特集は、4月21日から始
まる企画展「美の力」に関連して、館蔵品・寄託品の中から企画展に出品されない名品を選んで

展示します。一例として、絵画では久隅守景の《四季耕作図》（浅野家本）が注目されます。

中国風俗によりながらも、本作には季節とともに生活する人々の表情が、多少のユーモアを交え
ながら豊かに描かれています。伝統的な画題に、どのように独自性を発揮してゆくかという課題に

対する守景の一つの回答として、「美の力」に展示される重文の《四季耕作図》と合わせて是非ご覧

いただきたいと思います。そして守景が金沢で活躍した時代は、楽・長次郎を始祖とする4代一入
の高弟・大樋長左衛門が楽焼の技術を仙叟の指導のもとに新たに展開し、大樋焼として意欲的な

作品を生み出していった時期にあたります。こうした当地ゆかりの個性的な芸術家の競演も、本展

の見所となっています。
写真②仙叟宗室居士邸地跡：3代利常の招きで小松城三の丸で茶道奉行として仕え、利常没後金沢
　　　に移り、200坪の邸地を賜って住した。この地は仙叟居士の一部分で大樋焼の近くにある。
写真③高岡山瑞龍寺：前田利長公の菩提寺。江戸初期・禅宗に典型的な建物群である。仏殿、法堂、山門が国宝に、総門、禅堂、
　　　高廊下、回廊、大茶堂が重要文化財に指定されている。 

中村良二　茶碗　　定価　各￥19,000 華乃会価格　 誕生月サービス価格

田植 鉄線 芦 紫露草 柳に蛙

◆昭和３０年生。　中村秋峰の弟。　中村翠嵐・中村秋峰に師事。

2018年3月17日→5月26日、金沢美術倶楽部100周年記念「金沢 大茶の湯」が

開催されています。期間中は記念茶会記念展覧会など多数のイベントがある。
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－石川県立美術館HPより－

　￥20,000 　￥58,000


